
鶴
岡
市
議
会
市
民
文
教

常
任
委
員
会
（
黒
井
浩
之

委
員
長
）
の
行
政
視
察
が

５
月

日
か
ら

日
の
４

15

18

日
間
行
わ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
教
育
（
佐
賀
県

武
雄
市
）
、
県
・
市
一
体

複
合
型
図
書
館
（
長
崎
県

大
村
市
）
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

（
長
崎
県
諫
早
市
）
、
自

い
さ
は
や

治
体
新
電
力
（
長
崎
市
）

を
視
察
。
長
谷
川
剛
委
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

県
と
市
が
一
体
で
図
書

館
整
備
を
進
め
る
―

大
村
市

大
村
市
は
、
人
口
約
９

万
７
千
人
。
ミ
ラ
イ
ｏ
ｎ

図
書
館
（
長
崎
県
立
長
崎

図
書
館
・
大
村
市
立
図

書
館
）
は
、
敷
地
面
積

約
１
万
６
２
０
０
㎡
の

６
階
建
。
収
蔵
能
力
は

２
０
２
万
冊
で
九
州
最

大
規
模
の
面
積
と
な
り

ま
す
。

１
階
は
『
こ
ど
も
し

つ
』
と
な
っ
て
お
り
、

４
万
冊
の
蔵
書
と
１
０

１
席
の
閲
覧
席
、
２
０

０
名
収
容
の
多
目
的
ホ
ー

ル
、
大
村
歴
史
資
料
館
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
階
は
学
習
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
１
０
４
席
、
グ
ル

ー
プ
学
習
室
が
４
室
、
体

験
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
出
来
る
研
修

室
、３

階
は
一
般
資
料
書
架

万
冊
、
閲
覧
席
２
３
１

21席
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
出
期
間
は

日
間

22

で
、
本
や
雑
誌
は

冊
ま

50

で
借
り
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
県
立
図

書
館
再
整
備
検
討
会
議
が

立
ち
上
が
り
、
大
村
市
の

誘
致
活
動
が
開
始
。

空
港
、
高
速
道
路
、
新

幹
線
が
あ
り
、
県
民
全
体

が
来
場
し
や
す
い
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
、
市
立
図

書
館
の
土
地
を
無
償
提
供

す
る
こ
と
で
建
設
コ
ス
ト

の
圧
縮
、
共
同
運
営
に
よ

る
運
営
費
用
の
圧
縮
が
図

ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
整
備

理
由
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
費
用
や
運
営
費
用

は
面
積
按
分
に
よ
り
負

担
、
人
員
配
置
も
業
務
内

容
と
業
務
量
を
算
定
し
、

必
要
人
員
を
算
出
し
て
い

ま
す
。

利
用
者
の
３
割
が
大
村

市
外
在
住
者
と
交
流
人
口

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

利
用
促
進
策
と
し
て

は
、
蔵
書
の
充
実
を
は
じ

め
、
ふ
だ
ん
図
書
館
を
利

用
し
な
い
人
を
対
象
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
図
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
県
・
市

一
体
型
と
し
た
こ
と
に
よ

る
調
整
、
中
心
市
街
地
活

性
化
へ
の
寄
与
な
ど
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

代
の
貸
出
冊
数
が

40

20

％
と
最
も
高
く
、
家
族
連

れ
で
訪
れ
、
児
童
書
の
貸

出
が
多
く
、
子
育
て
世
代

に
よ
る
活
用
が
特
徴
で

す
。閲

覧
、
学
習
ス
ペ
ー
ス

が
約
５
０
０
席
と
多
く
ゆ

っ
た
り
と
学
べ
る
こ
と
、

学
校
の
試
験
期
間
中
は
満

席
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
利

用
す
る
施
設
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
―
諫
早
市

大
村
市
に
隣
接
す
る
諫

早
市
は
人
口
約

万
３
千

13

人
。
総
合
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
と
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
諫
早
の
推
進
に

よ
る
交
流
促
進
」

を
位
置
づ
け
、
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設

の
整
備
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

਷
෿
ෞ
ࣚ
ھ
ȉ
்
Ȏ

り
、
引
き
続
き
努
力
す
る
」
と
応
え
ま

し
た
。

▽

日
付
け
の
山
形
新
聞
は
「
初
任
給

30
ア
ッ
プ
、
苦
悩
の
中
小
企
業
」
と
い
う

記
事
で
、
賃
上
げ
の
必
要
性
と
県
内
企

業
の
苦
境
を
報
じ
ま
し
た
。
大
企
業
の

内
部
留
保
へ
の
限
定
課
税
で

兆
円
の

10

財
源
を
つ
く
り
中
小
企
業
を
支
援
す
る

と
い
う
日
本
共
産
党
の
政
策
は
明
快
な

解
決
策
で
す
。

②

日(

日)

、

28
タ
キ
タ
ロ
ウ
ま

つ
り
に
参
加
。

４
年
振
り
の
開

催
に
多
く
の
家

族

連

れ

が

訪

れ
、
魚
の
つ
か

み
ど
り
な
ど
に

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
地
域
振
興
を

図
る
貴
重
な
取
り
組
み
で
す
。
私
は
、

木
の
ぼ
り
や
ボ
ー
ト
は
ご
遠
慮
し
、
地

元
の
方
々
に
よ
る
「
屋
台
村
」
か
ら
山

菜
と
笹
巻
き
を
購
入
、
夕
食
に
お
い
し

く
頂
き
ま
し
た
。
（
県
議

関

徹
）

①
５
月

日(

木)

、

18

全
労
連
に
よ
る
、

「
最
賃
キ
ャ
ラ
バ

ン
山
形
行
動
」
に

同
行
。
吉
村
知
事

宛
に
提
出
さ
れ
た

要
請
書
で
は
、
「
最

低
賃
金
時
間
額
千

円
以
上
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
ラ
ン
ク

制
廃
止
、
中
小
企
業
に
社
会
保
険
料
軽

減
や
税
の
減
免
」
な
ど
を
政
府
に
働
き

か
け
る
こ
と
、
「
県
の
賃
金
向
上
推
進

事
業
改
善
・
拡
充
」
な
ど
を
求
め
て
い

ま
す
。

▽
私
は
２
０
１
５
年
６
月
、
全
国
一
律

最
賃
と
中
小
企
業
支
援
を
政
府
に
求
め

る
べ
き
と
知
事
に
質
問
。
そ
の
後
、
17

年
５
月
か
ら
「
ラ
ン
ク
制
度
の
見
直
し

や
全
国
一
律
の
適
用
」
が
政
府
要
望
に

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

▽
当
日
は
県
労
連
側
か
ら
、
「
県
の
政

府
へ
の
明
確
な
要
望
は
全
国
一
」な
ど
、

高
い
評
価
が
述
べ
ら
れ
、
県
も
「
人
口

流
出
対
策
と
し
て
も
大
変
重
要
で
あ

NO.２３４９
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（
１
面
の
つ
づ
き
）

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
２
リ
ー
グ
所
属
の
Ｖ

･

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
は
、

諫
早
市
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業
と

し
て
市
民
招
待
や
、
市
の

特
産
品
出
店
な
ど
を
行
う

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
応
援
事

業
、
子
ど
も
た
ち
が
選
手

と
交
流
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

ス
ポ
ー

ツ
拠
点
施

設
の
整
備

で
は
、
総

事
業
費
52

億
８
千
万

円
で
２
つ

の
野
球
場
、
人
工
芝
の
サ

ッ
カ
ー
場
、
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ト
場
を
整
備
し
ま
し

た
。宿

泊
観
光
促
進
事
業
と

し
て
、
市
内
宿
泊
を
伴
う

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
等

を
開
催
す
る
主
催
者
に
対

し
、
助
成
金
を
交
付
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。

助
成
金
は
、
延
べ
人
数

人
以
上
が
対
象
で
一
人

30千
円
、
上
限
は
１
０
０
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年

度
は

団
体
７
７
６
０

34

人
、
６
５
５
万
円
の
交
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。

諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ

り
創
出
さ
れ
た
本
明
川
下

流
域
を
活
用
し
た
ボ
ー
ト

コ
ー
ス
は
、
約
５
㌔
の
直

線
距
離
で
８
コ
ー
ス
分
の

川
幅
、
穏
や
か
な
淡
水
水

域
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お

り
、
合
宿
を
は
じ
め
、
令

和
３
年
度
に
は
早
慶
レ
ガ

ッ
タ
の
開
催
、
６
年
に
は

高
校
総
体
の
ボ
ー
ト
競
技

の
会
場
と
し
て
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・市立あおば学園空調設備更新工事（宝町17-21）(入札5業者)
(株)山形住設 3,350,000円（4,540,000円、

最低制限価格3,267,000円）工期～8/25（落札率73.79％）
・市櫛引生涯学習センター耐震改修工事(機械設備)（上山添字文
栄90）(入札8業者）
荘和設備工業(株) 19,100,000円（19,530,000円）

工期～6/3/26（落札率97.80％）
・市櫛引生涯学習センター耐震改修工事(電気設備)（上山添字文
栄90）（入札15業者うち1業者欠席）
アベ電工(株) 12,350,000円（12,840,000円）

工期～6/3/26（落札率96.18％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・市道松尾今野線防雪柵設置工事（羽黒町後田地内）(入札2業者)
(株)丸元建設 16,300,000円（16,450,000円）

工期～11/30（落札率99.09％）
・令和５年度区画線設置工事（鶴岡市本所・藤島・羽黒管内）(入
札4業者)
新和産業(株)庄内支店 8,700,000円（9,000,000円）

工期～8/31（落札率96.67％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・市立朝暘第六小学校ほか２校防火シャッター更新工事（淀川町9
番70号ほか）(入札8業者うち1業者無効)
(株)佐藤組 33,500,000円（33,990,000円）工期～8/31（落札率98.56％）
・市立朝暘第三小学校空調設備増設・キュービクル改修工事（新
形町17番24号）(入札8業者）
(株)渡会電気土木 26,800,000円（28,190,000円）

工期～10/25（落札率95.07％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
5月29日入札分

・市公共下水道事業雨水九分溝排水区2113-2号新設工事（大西町
地内）(入札3業者）
小野寺建設(株) 36,000,000円（36,360,000円）

工期～6/3/8（落札率99.01％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月29日入札分

・漏水修理等に伴う路面復旧工事（山王町他地内）
中止

・高坂配水場他残留塩素計更新工事（高坂地内他）（入札8業者）
日栄産業(株) 5,300,000円（5,420,000円）工期～11/30（落札率97.79％）
・山添水源地次亜注入設備更新工事（板井川地内）（入札8業者）
東洋空調工業(株) 17,030,000円（17,410,000円）

工期～12/22（落札率97.82％）
5月24日入札分

・令和５年度 取・送水ポンプ更新工事（羽黒町川代地内ほか）（入
札8業者）
桜井管工業(株) 13,900,000円(14,230,000円）

工期～12/22（落札率97.68％）

会
が
５
月

日
、
こ
ぴ
あ

22

ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

国
家
安
全
保
障
戦
略
、

国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力

整
備
計
画
３
文
書
改
訂
で

「
反
撃
能
力
」
と
言
い
換

え
た
「
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
」
が
決
ま
り
、
政

府
が
言
い
続
け
て
き
た

「
専
守
防
衛
」
か
ら
逸
脱

し
た
「
先
制
攻
撃
」
を
可

能
と
す
る
な
か
、
多
く
の

国
民
は
事
の
重
大
さ
に
気

づ
い
て
い
な
い
。

今
年
度
の
国
家
予
算
の

な
か
で
１
兆
４
０
０
０
億

円
も
増
え
た
の
は
防
衛
費

だ
け
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
し
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
製
兵
器

の
爆
買
い
を
継
続
す
る
一

方
で
、
国
内
の
防
衛
産
業

に
も
お
金
を
ま
わ
す
た
め

の
も
の
で
も
あ
り
、
今
後

財
源
不
足
に
陥
り
、
そ
れ

を
増
税
で
賄
う
こ
と
に
な

る
。台

湾
有
事
の
際
の
戦
場

は
、
日
本
と
台
湾
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
や
中
国
で
は
な

い
。「

敵
基
地
攻
撃
能
力
」

を
持
ち
、
対
米
支
援
す
る

の
は
自
滅
を
選
ぶ
に
等
し

い
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
と

中
国
は
話
し
合
い
を
続
け

て
い
る
が
、
結
果
が
お
さ

ま
ら
な
い
。

仲
介
を
す
る
役
割
を
日

本
が
や
る
こ
と
は
、
憲
法

の
良
さ
を
生
か
し
た
日
本

の
外
交
で
あ
り
、
そ
う
い

う
政
治
家
を
選
ん
で
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
強

調
し
ま
し
た
。
（
記
・
砂

田
茂
三
川
町
議
会
議
員
）

防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
半
田
滋
氏
に
よ
る
「
敵

基
地
攻
撃
と
日
米
一
体

化
、
防
衛
費
倍
増
は
国
民

負
担
に
」
と
題
し
た
講
演

「スポーツパークいさは

や」のパンフレット


